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事例報告

～知的障害理解啓発活動…キャラバン隊 活動の意味～
◎ 一人ひとりの「心のバリアフリー」が大切です。

・私たちの子が日常の生活を豊かにするためには、日頃、気にかけて見守ってくれる人を身近な地域に増や
すことが大切と考えています。

・理解が深まれは無理解や偏見、不審者と勘違いされるなどの問題も減ってくるものと思われます。

・知的障がい者の障害を体験することができます。

・一方的な知識の伝達だけではないので、理解してもらいやすいなどがあげられます。

・学校における理解啓発に重点を置いて進めていきたいと考えています。

・外見ではわかりづらい発達に偏りのある人たちの理解は無簡単ではありません。外の世界がどんな風に見
え、聞こえ、感じるのか、そのことによってどんな大変さがあるのか、この活動は、そのことを多くの人
たちに伝えることができます。

・親の会だからできる活動であり、差別解消のために大きな役割を担うものと考えています。

・幼少期から多様性について疑似経験等で理解することにより、将来、お互いの良さを認め合うことの「気
づき」や「重い」につながり、興味ある人だけではなく多くの子供たちに伝えることができるため啓発
キャラバン隊の活動は有効と考えています。
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全国手をつなぐ育成会連合会の取り組み
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岩沼中学校での取り組み事例１
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岩沼中学校での取り組み事例２
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仙台市交通局様の取り
組みについて

特定非営利活動法人仙台バリアフリーツアーセンター
代表理事 岩城一美
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1.１】車いす利用者のバス利用について

～背景～

車いす利用者がバスを利用する際のニーズ
や課題（乗車に関して）を整理し、バスの
アクセシビリティー、安全性などを再度確
認し伝えるため、2022年より、仙台市交通
局自動車部業務課指導係、整備課様と対話
の場を用意してもらった。
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対策と提案

・車いす利用者のバス利用を改善するため
・改善の必要性をご理解していただき
・具体的な施策を
・２０２２年より整備課様に取り組んでいただ
きました。
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１）固定ベルトの改善について

【使用する固定ベルトの問題とは】

•固定ベルトがもたらす影響は、車いす乗
車安全対策のために使用する固定ベルト
のフックにより、車いすの車体に傷がつ
き、そこからさびてしまうという利用者
の困りごとです。
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【整備課様からの経過報告】

1・ご提案時 ２・試案中 ３・施工後
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【乗務員様個人の取り組み事例】
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～市民の移動と
共生社会に向けて～

バスでの移動は市民の身近な移動手段であり、
移動が円滑になることは外に出ることへの

不安要素を取り除く共生社会への大切な一助となります。
教育については、毎年カリキュラムの固定があることを
聞いておりましたが、柔軟なカリキュラムの在り方も

周知を含め当事者参画により再検討することでさらなる
改善が見込まれると感じております。
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｛車いすの種類も多様であるということ｝

• 車いす１つでも仕様が違います
• 下記写真の青〇部分で囲みまし

たこのフックをかけた場所は私
の車いすの場合、稼働する箇所
であり、車いすの固定にはつな
がりません。

• 安心安全のためにも、車いすの
種別や、フックのかける位置な
どの教育の周知を再検討してい
ただきたい
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ANA//----------------------------------+
大澤 信陽（Nobuaki Osawa）

全日本空輸株式会社
経営戦略室 MaaS推進チーム
Universal MaaSプロジェクト
兼 ANAHD 未来創造室 モビリティ事業創造部 MaaS事業チーム

「誰もが移動をあきらめない世界」を
日本全国、世界に広める取り組みのご紹介
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▼Universal MaaSのプロモーション動画Long Ver（日本語）

https://youtu.be/ryGYsGj5u1I?si=fFXo0vtC5tPNMncJ
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